
高美南小学校区高齢者の生活と健康についての

ア　ン　ケ　ート　調　査　報　告　書

（単純集計）

平素は本協議会の活動に深いご理解と多大なご協力を賜り、
誠に有難うございます。
また、本アンケートへのご協力重ねて御礼申し上げます。
このたび本アンケートの集計を終えましたので、その結果をご

報告申し上げます。
本協議会ではこの結果を受けまして、今後の校区の高齢者の
みなさんへの取り組みを検討してまいります。

今後もよろしくお願いいたします。

高美南小学校区まちづくり協議会



アンケート回答数　228　全項目有効回答数　212

あなたご自身のことについておたずねします

あなたの年齢 性別、住所の町名 お聞かせください
・回答をいただいた212人のうち、男85人、女127人で4対6の

割合となっている。
・いわゆる後期高齢者は男性37人（17％）女性45人（21％）で、

90歳以上も男性1人、女性3人含まれていた。

男性

年齢階層 �安中町 �南本町 �高美町l �年齢階層計 

65・－69 �5 �10 �2 �17 

70～75’ �5 �19 �丁 �31－ 

76～79 �2 �8 �5 �15 

80～85 �5 �7 �6 �18 

86～89 � �3 � �3 

98～ � �l � �l 

町名計 �17 �48 �20 �85 

年齢階層▲ �・安中町 �一　南本町 �・、高美町l �年齢階層計 

65～69 �6 �20 �7 �33 

70～75 �13 �27 �9 �49 

76～79 �7 �8 �2 �17 

80～85 �3 �12 �3 �18 

86～89 �2 �4 �1 �7 

90～ �1 �1 �1 �3 

町名計 �32 �72 �23 �127 

年齢階層 �安中町 �南本町 �高美町 �l年齢階層計 

65一一69 �11 �30 �9 �50 

70．～75 �18 �46 �16 �80 

76一一79 �′′‾盲 �16‾■‾‾‾‾‾ �7 �32 

80～85 �8 �19 �9 �36 

86～89 �2 �7 �1 �10 

90～ �1 �2 �1 �4 

町名計 �4＿9 �120 �43 �212 



についてお かせくだ
・「一人暮らし」と答えた人が77人（34％）、「高齢夫婦のみ」の92人（41％）を合わせると

実に75％の人が「高齢者のみの世帯」となっている。
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1 �一人暮らしである。 �77 

2 �夫婦二人で暮らしている。 �92 

3 �他の家族とも暮らしている。 �57 
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まいについて かせくだ
・「一戸建て（持家）」が64％、「市営住宅」が24％、「民間借家」が11％となっている。
・「市営住宅」大半は、その狭小性から「一人暮らし」や「高齢夫婦のみ」という実態にあるという

ことは見えてくるが、②の高齢者のみの世帯が75％ということから、「一戸建て」においても高齢
者のみの世帯が多く存在していることがうかがえる。

0％　　　　　20％　　　　　40％　　　　　60％　　　　　80％　　　　100％

1 �市営住宅（田地） �55 

2 �一戸建て（持家） �143 

3 �マンション（持家） �1 

4 �賃貸マンション �2 

5 �民間借家 �24 

で1の一人 二人で らしてい
高齢者のみで暮らす人で 「兄弟姉妹が校区内に暮らしている」と答えた人は36人（29％）

で、「校区外だが八尾市内」18人（15％）を加えても、「近く（八尾市内）に兄弟姉妹がいる」
のは44％である。
・自分の「子や孫が校区内に暮らしている」人は33人（20％）で、「校区外だが八尾市内」52

人（31％）を加えると50％強の人は「近く（八尾市内）に子や孫がいる」ことになる。
・逆に「一人暮らし」や「高齢夫婦のみ」で暮らす人の約半数は、自分の兄弟姉妹や子や孫が「近く

で暮らしていない」（八尾市以外にいる）ということになる。
・まったく「親族がいない」という人も、今回の調査対象となった人の2％、7人もいることがわ

かった。

1兄弟姉妹が 

イ �高桑甫小学校校区 �36 

ロ �校区外だが八尾市内 �18 

′＼ �八尾市外だが大阪府内 �29 

他府県で暮らしている。 �41 

⊂：⊃司 

2　子どもや孫が 

イ �高美甫小学校校区 �33 

ロ＿ �校区外だが八尾市内 �52 

／＼ �八尾市外だが大阪府内 �44 

他府県で暮らしている。 �39 

［二二二司 

3　他に親族（身内）はいない。
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01兄弟姉妹

■2　子ども・孫



らしている らしていま
・「他の家族とも暮らしている」人は54人であったが、91％にあたる49人が子や孫と同居して

いる。
・ただ、6％にあたる3人が「親と暮らしている」と答えており、相当な高齢世帯となっていること

がうかがえる。

0％　　　　　20％　　　　　40％　　　　　60％　　　　　80％　　　　100％

イ �兄弟姉妹 �1 

口 �子や孫 �49 

／＼ �親 �3 

親族以外の人 �1 

らしてい
・校区でどれくらい暮らしているかについては、「30～49年」が107人（48％）で最も多

く、次いで「50年以上前から」が44人（20％）、「20～29年」が36人（16％）の順と
なっている。
・「校区で生まれた」という人も16人（7％）いた。

1 �この地域で生まれた。 �16 

2 �50年以上前から �44 

3 �30～49年前から �107 

4 �20－29年前から �36 

5 �19－10年前から �17 

6 �9年一一現在の冊 �4 
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なたはいまも

・就労の有無については、55人（24％）の人が何らかのかたちで働いていると答えている。
・うち9割強の人は、パートやシルバー人材などでの短時間・軽労働や自営の手伝いなどである。

1働いている。 

イ �常勤 �5 

ロ �非常勤 �0 

′＼ �パート �12 

シルバー人材 �5 

ホ �その他 �33 

［二二∃ 

恥　　之。％　　咄％　　6。％　■　読、㍉ふ

1　－　24％
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あなたの の生活 かせください。
・生活費については、126人（57％）、が「年金」と答えている。ほか年金だけでは生活費に不足

が生じるため、ちょっとした就労によって得る手当を生活費に足し増しする人が31人（14％）、
貯蓄を切り崩している人が26人（12％）、足らず分を生活保護に頼っている人が7人（3％）と
なっている。
・年金が全くないため全面的に生活保護に頼っている人も9人（4％）いる。

1 �賃金（給料） �15 

2 �年金 �126 

13 �■貸金＋年金 �‾31 

4 �年金＋仕送り・援助 �2 

5 �年金＋生活保護 �7 

6 �生活保護のみ �9 

7 �年金＋貯蓄 �26 

8 �貯蓄 �2 

9 �その他 �3 

1⑨生活のことで困っていること、不安に患っていることはありますか。 

どんなことでも、いくつでも結構ですので霊いてください。 

≪1≫　入院や手術などが必要な大きな病気にかかった時、蓄えもないし、頼れる親族もいないので不安。

≪2≫　一人暮らしなので、病気やケガで寝込んでしまった席の通腕や食事の世話をしてくれる人がいないも

≪3≫　高齢夫婦なので生活全般にしずらさを覚えてきており、今後が不安である。

≪4≫　膝や脚が悪く、転倒がこわいので段差があるところへは行けず、生活の範囲が限られてきている。

≪5≫　引きこもりの家族と暮らしており、自分も年を重ねていくので、近い将来が不安である。

≪6≫　生活保護で暮らしており、毎日単調な生活の繰り返し。寿命がつきるのを待っているようだ。

≪7≫　生活費が乏しいうえに（低年金生活のうえに）一人暮らしなので、毎日が不安である。

≪8≫　子どもや親族がいないのでく頼れる家族が他県へ引っ越しし）、いざという時が心配である。

≪9≫　大病に発展すれば命にかかわる持病を抱えての一人暮らしに毎日が不安である。

≪10≫　近隣とのコミュニケーションもなく、孤立状態なのが心配。

≪ll≫　一人暮らしなので、新聞や電話による悪徳商法にひっかからないか心配である。

≪12≫　大きな災害が起こったときの対応に不安がある。

≪13≫　外国籍の住民が多く、文化・生活習慣の違いに戸惑う。
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※　儀廉に関する鷺間（㊥－⑱）
・「全く健康である」と答えた人は、52人（23％）で、25人（11％）の人は通院や薬の服用はしていないけれど「気

になることがある」と答えている。その「気になること」では「目のかすみ」（14人）や「膝の痛み」（12人）、「不
眠気味」（10人）を訴えている。
・r通院治療や薬の服用を定期的にしている」が65％にあたる149人にもなり、病名では高血圧や糖尿病・脂質異常症

などの「生活習慣病」の人が116人と最も多く、次いで「関節の病気」の44人、心臓病・肝臓病などの「内臓の病気」
が32人、白内障などの「眼の病気」が24人と続いている。
・通院回数は月に1～2回が104人で最も多く、週に1度以上通っている人も23人となっている。

0％　　　　　20％

1 �健康に過ごしている。 �52 

2 �通院や薬の服用はしていないが、気になることがある。 �25 

3 �通院治療や定期的な薬の服用をしている。 �149 

4 �買い物や通院以外は、家の中でじっとしているか、 �2 
寝ているときのほうが多い。 

－■－■一■■‘◆’【“州”〝．－‘■■■‘■■‘‾州側八W州‾仙】一一一仙”∫‾酬‘【仙¶叫‾仰岬‾■‘■‘■‘門川ⅧⅧ1

二三二二二二二二　丈㌔　£一二　二二さ

20％　　　　40％　　　　60％　　　　80％　　　1∝）％

イ �疲れやすい �5 

ロ �頭痛がする �1 

′＼ �便秘がちである �0 

食欲がない �4 

ホ �日がかすんで見えにくい �14 

へ �耳が聞こえにくい �6 

ト �手や足に麻痺がおこる �2 

チ �息切れがする �2 

リ �動悸がする �2 

ヌ �不眠気味である �10 

ル �膝が痛む �12 

1どんな ��病気ですか。（かかっている病気すべてに0） 

イ �癌 ��7 

口 �生活習慣病（1高血圧　2糖尿病3脂質異常症） ��116 

／＼ �暇の病気（白内障など） ��24 

耳の病気（難聴など） ��10 

ホ �歯の病気（歯周病など） ��19 

へ �関節の病気（膝痛　関節痛など） ��44 

ト �内臓の病気（心臓病　肝腺病など） ��32 

チ �精神の病気（うつ病など） ��1 

リ �その他 ��20 

0％　　　　　20％　　　　　40％　　　　　60％　　　　　∝I％
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2 �通院回数は � 

イ �遇に1回 �16 

遇に2回 �4 

過に3回 �2 

遇に4回 �0 

遇に5回 �0 

遇に6回 �1 

遇に7回 �0 

ロ �2遇に1回 �11 

2遇に2回 �1 

／＼ �月に1回 �101 

月に2回 �3 

3　かかりつけの医l誌は 

1 �安中診療所 �47 

2 �医真金 �10 

3 �徳洲会 �12 

4 �八尾市立 �9 

5 �貴島 �14 

6 �奥村 �2 

7 �山本 �1 

8 �長井 �2 

9 �大北 �3 

10 �貝田 �4 

11 �整形外科 �5 

12 �耳鼻科・眼科 �6 

13 �整骨院・鍼灸院 �6 

14 �その他 �27 

0％　　　　20％　　　　40％　　　　60％

0％　　　　　20％　　　　　40％　　　　　60％　　　　　80％

※　介護に関する責問（⑳－⑯）

・いま介護藩定を受けている人は、31人（14％）であり
・その内訳は、「要支援1」が10人（36％）「要支援2」が4人（14％）「要介護1」が4人（14％） 「要介護

2」が7人（25％）「要介護3」が2人（7％）「要介護4」が1人（4％）となっている。
・介護サービスでは13人（29％）が訪問介護、8人（17鰯がディサービス、7人（16％）が住宅改修、4人（9％）

が介護用品の貸与などとなっている。
・「介護認定を受けていない理由については、146人（78％）の人が必要に至ってないと答えている。
・一方、「利用料金が負担になる」と答えている人も8人（4％）おり、「まだ何とか頑張れる」と利用をためらっている

人も7人いる。
・介護が必要となった時、訪問介護を望む人は87人（57％）で一番多く、次いで、施設介護を望む人が28人（18％）

である。逆に「家族に介護をしてもらいたい」と答えた人も22人（15％）いる。

0％　　　　　20％　　　　　40％　　　　　60％　　　　　80％　　　　100％

1 �受けています。 �31 

2 �受けていません。 �186 

とどんなサー けていますか

1 �介護認定は、イ婁支援（）ロ要介護（）である。 � 

イ �要支援1 �10 

要支援2 �4 

口 �要介護1 �4 

要介護2 �7 

要介護3 �2 

要介護4 �1 

6
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2　介護サービスは 

イ �受けていない。 �9 

ロ �訪問介護（ヘルパー）を遺1回 �6 

訪問介護（ヘルパー）を遇2回 �7 

訪問介護（ヘルパー）を遇3回 �0 

訪間介護（ヘルパー）を遇4回 �0 

／ヽ �ディサービスを週1回 �2 

ディサービスを遇2回 �5 

ティサービスを遇3回 �1 

ディサービスを遇4回 �0 

ディサービスを遇5回 �0 

デイサービスを遇6回 �0 

ショートステイを遇1回 �1 

ショートステイを遇2回 �0 

ホ �手すりの設置など住宅改修を受けている。 �7 

へ �介護ベッドなどの貸与を受けている。 �4 

ト �その他 �3 

受けていない。

坊間介護くヘルパー）を遭1回

訪問介護（ヘルパー）を遺2回

訪問介護（ヘルパー）を遇3回

訪問介護（ヘルパー）を遺4回

ディサービスを遺1回

ディサービスを遺2回

ティサービスを遺3回

ディサービスを遇4回

ディサービスを遺5回

ディサービスを遇6回

ショートステイを遇1回

ショートステイを遺姻〕弼

手すりの設置など住宅改修を・・

介護ベッドなどの貸与を受けて・・

0％　　　　　20％　　　　　40％ 60％　　　　　80％　　　　1∝I％

1 �元気であり、必要性を感じないため。 �146 

2 �利用料金が負担になるため。 �8 

3 �制度のことがよくわからないため。 �13 

4 �その他 �20 

※4 �の内訳 

1 �まだ何とか頑張れる �7 

2 �申請を準備中 �6 

3 �その他 �3 

2斗4％

3わ7％　書

4－11％茎
」

0％　　　　　20％　　　　　40％ 60％　　　　　80％

用 えていま

1 �介護サービスを針ナるのにも自己1担金が必凛となるので、辛族に介護してもらいたい。 �7 

2 �他人にお世話してもらうのが嫌なので、家族に介護してもらいたい。 �15 

3 �ホームヘルパーやディサービスなどの利用を考えている。 �87 

4 �介護が必要になった時は、特別糞穫老人ホームなどの旛股で過ごしたい。 �28 

5 �利用したいが方法がわからない。 �6 

6 �その他（元気なのでまだ何も考えていない・検討中） �10 

0％　　　　　　20％　　　　　40％

※　外出に関する貴市（⑳－⑳）
・「毎日外出している」と答えた人は155人（71％）で、主な外出先は「スーパーやコンビニ」が一番多く131人

（45％）で、「公園」などへの散歩が43人（15％）、「老人センター」37人（13％）となっている。
・「毎日ではないが過に2～3回外出」と答えた人が56人（26％）、「通院以外は全く外出しない」と答えた人も8人

（4％）いることは、外出しない理由にかかわらず看過できるものでない。

1 �毎日出かけている。 �155 

2 �毎日ではないが、1週間に2～3回程度外出している。 �56 

3 �通院以外は、ほとんど外出しない。 �8 
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0％　　　　　20％　　　　40％　　　　60％　　　　80％

」‖＿＿．．．一＿．m m．

イ �ス � �パーやコンビニ �131 

二百一 � � � �こ　22 

／＼ �公 � �などへの散歩 �43 

老 � �福祉センター �37 

ホ �そ � �他 �60 

※ �ホの内訳 � 

A �砺示訂‾‾‾‾‾‾‾‾ �10 

B �しごと �14 

C �家族宅 �5 

D �友人・知人宅 �5 

E �ウオーキング �3 

F �きずな �1 

G �ボランティア・手伝い �4 

H �農園 �3 

Ⅰ �喫茶店りくテンコ �4 

J �リハビリ �1 

K �図嘉館 �1 

はどこで

0％　　　　　20％　　　　40％　　　　60％　　　　80％　　　　1∝）％

0％　　　　　20％　　　　40％　　　　60％　　　　80％　　　100％

イ �スーパーやコンビニ �50 

．ロ �病院 �19 

／＼ �公園などへの散歩 �9 

－ �老人福祉センター �5 

ホ �その他 �15 

※　ホの内訳 

A �場所不明 �12 

B �家族宅 �2 

C �鍼灸・整骨院 �1 

0％　　　　　20％　　　　40％　　　　∝〉％　　　　80％　　　　1∝）％

8

1 �体調不良のため。 �2 

2 �外に出たくないため。 �1 

3 �その他 �6 
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なたの生 のことで
・相談できる場所（人）が「ある」と答えた人が89人（56％）で、「ない」と答えた人が71人（44％）である。
・「ある」と答えた人の相談場所（相談相手）では「家族」が28人（31％）で多く、次いで「友人・知人」の11人

（12％）、「人権コミセン」「老人センター」の各9人（10％）、「相談員」「ヘルパー等」の各8人（9％）、「支
部よ7人（8％）などとなっているヶ

1 �ある ����89 

イ �人権コミセン ���9 

ロ �老人センター ���○ 

′＼ �相談員 ���8 

その他 �1 �（家族） �28 

2 �（支部） �7 

ぎ �－（友人・知人）； �一　千千 

4 �（ヘルパー等） �8 

5 �く具体的な場所不明） �9 

21ない

20％　　　　　40％　　　　　60％　　　　　80％

1．ある場合の内訳

0％　　　20％　　40％　　60％　　80％　1∝）％

（家族）

（支部）

（友人・知人）

（ヘルパー等）も一票

（具体的な場所不明）ト1

生 みてくれ
・体調がよくないときに生活の面倒を見てくれる人では、夫婦世帯では「同居の配偶者」（77人（35％）が回答）が、
一人暮らしでは「別居の子や孫」（56人（25％）が回答）がおおくなっている。
・他方、「隣人」と答えた人が12人（5％）おり、「誰もいない」と答えた人も14人（6％）もいることも看過できる数

字ではない。

1 �� 

同居の配偶者 �77 

同居の子や孫 �37 

同居の兄弟姉妹 �；　寧 

別居の配偶者 �1 

別居の子や孫 �56 

別居の兄弟姉妹 �10 

2 �他の親類 �8 

ia �鱒人 �1▲ 

4 �経もいない �14 

同居の配偶者

同居の子や孫

同居の兄弟姉妹

別居の配偶者

別居の子や孫

別居の兄弟姉妹

他の親類

隣人

誰もいない

システム していますか

「緊急通報システムの課贋状況壬は714人（7％）である。

1 �設置している。 �14 

2 �設置していない。 �192 

0％　　　　　20％　　　　　40％　　　　　∝）％　　　　　船％　　　　1∝〉％
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あなたの食生活についておたずねします

についてお
・毎日の食事については、「きちんと朝・昼・晩と食べている」が170人（76％）で、「3食とっているが栄養のバラ

ンスがきになる」が38人（La％）、、「回数が少ない」．が18人（β牒）、1「回数も少ないし、一栄養バランスも気になる」．
が7人、（3％）となっている。

軍　㈹　　一主ム％1　4硯、■00％－　　∽％　1。肪

1 �きちんと3食（朝・昼・晩）食べている。 �170 

2 �きちんと3食とっているが、栄養のバランスが気になる。 �30 

3 �食事の回数が少ない（1－2回）。 �18 

；二4－、 �：食事の回数が少ないし、栄養のバラシ泉も泉になるも �丁 

5 �あまり食べたいとは患わない。 �0 

について
・食事の準備については、174人（81％）の人は、自分か配偶者が作っていると答えているが、「出来合いのものを

買ってくる方が多い」が22人（10％）、「自分で作ったり惣菜を買って来たりが半々である」が5人（2％）、「宅配」
も4人（2％）、「別居の家族が作り」配達してもらっている人が8人（4％）いる。

蚕　0％　　　20％　　　咄％　　　餌％　　　80％　　1∝私

1 �たいがいは自分で作っている。 ���174 

2 �スーパーなどでできあいのもの（弁当、お惣菜）を買ってくるほうが多い。 ���22 

一阜 �外食す阜ほうが争い† ���；　9 

4 �晩ごはんは、宅配してもらっている。 ���4 

5 �そ の 他 �A �別居の家族 �8 

B �1と2の半々 �5 

C �2と3の半々 �1 

あなたの住まいの状況についておたずねします

Y一一・、－－－一・一一・一一・一卜一・、l一一・一一

・住宅についての困りごとでは、「いまのところ困っていることはない」と答えた人が143人（63％）で、次いで「段

差に困っている」が32人（14％）、「お風呂やトイレに手すりがない」が21人（9％）、「廊下や階段に手すりがな
い」が1汐入は％）、「エレベーターがない」が71人（3％）、「洋式トイレがない」が6人（3％）となっている．

1 �（団地やマンションに）エレベーターがない。 �7 

2 �お風呂やトイレに手すりがない。 �21 

さ才一一 �廊下や階段に手車抄がなし㌔ �1番二 

4 �家の中に段差がある。 �32 

5 �洋式トイレがない。 �6 

6 �いまのところ困っていることはない。 �143 

「、、▲‾‾r、－‾‾‾‾、‾‾‘‾‾【▼‥1山…‾‾、‘‾■■‘

主チ二二二二二
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趣味や生きがいについておたずねします

について
・趣味については22種類あげられており、中でも「カラオケ」が27人（16％）で一番多く、次いで「裁縫・手芸」の2

3人（14％）、「家庭菜園・ガーデニング」の19人（11％）、「スポーツ」18人（11％）、「ウオーキング」「読

書」の12人（7％）、「音楽・映画鑑賞」10人（6％）と続いている。
これ以外にもチャレンジしてみたいと考えている趣味も、延べ11人の人が8種類あげている。
・いま現在趣味らしきものを持たずこれから挑戦してみたいと答えている人は36人で、
・一方、いま現在趣味らしきものはなく、これからも持ちたくないと答えている人も、48人いる。

1どんな趣味をお持ちですか。
A �カラオケ �27 

B �旅行 �7 

C �裁縫・手芸 �23 
；一百・ �巧才一キング �イ牙 

E �家庭菜園・ガーデニング �19 

F �絵■義 �9 

G �音楽・映画鑑賞 �10 

H �写真 �4 

Ⅰ �読霊 �12 

≡、J≡こ �晃ボーッ �】金主 

K �囲碁・将棋 �1 

L �麻雀 �2 

M �民謡 �3 

N �体操 �2 

0 �歌 �1 

＿P �星空L＿＿＿＿＿＿．＿ �3＝ 

Q �銭湯めぐり �2 

R �おどり・ダンス �7 

S �パズル �1 

T �釣り �1 

U �パソコン �1 

∨ �ケーキ作り �1 

ほカ �、に持ちたいと患っている趣味はありますか。 

A �写真 �1 

B �絵・雷 �3 

C �ヨガ �1 

＿D �大正琴 �1≡ 

E′ �雷画 �2 

F �洋裁 �1 

G �スポーツ �1 

H �ピアノ �1 

3　趣味はないが、気に入ったものがあればやりたい。
4　趣味はないし、これからも持ちたくない。

11
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でやってみたいことは
・趣味以外でトライしてみたいことについては、「年に何回かの旅行」の77人（28％）と「軽い運動」の71人（2

6％）が多く、次いで「交流会やサークル」の39人、「小遣い程度の収入が得られる軽い仕事」が30人（11％）、「講
座や講習」が27人（10％）、「ボランティア」が24人（9％）である。

1 �小遣い程度の稼ぎになる、軽い仕事がしたい。 ��30 

2 �足腰 �が弱るので軽い運動がしたい。 �71 

3 �身体 �に負担がかからない程度のボランティアをしてみたい。 �24 

4 �気の合う人との交流会やサークルをしたい。 ��39 

5 �高齢 �一書向けの講座や講習を受けてみたい。 �27 

≡阜ニ �三年に何図かの旅行妻してみたい．9ニ ��≡　刀 

7 �その他 ��5 

A �旅行 �2 

B �意欲はあるが体力的に不可 �2 

C �カラオケ �1 

、0％　　　　20％　　　40％　　　∝〉％　　　80％　　　1

20％　　　　　40％　　　　　の％　　　　　80％　　　　1

…　‾11％至　26％

7番のその他内訳

0％　　　　　20％　　　　　40％　　　　　∝）％　　　　　80％　　　　100％

、▲＿＿＿＿日．＿＿＿－＿1．，．＿＿＿＿＿▼＿＿＿．一．，【・．、＿＿．“＿＿＿＿＿＿＿M＿，▲仙＿－＿＿＿－＿▼，．＿【＿＿1＿，．．、＿」

センター なたは日

・老人センターの利用については、いま現在丁利用している」人が54人（25％）で、過去に丁利用したことがある」人

は23人（11％）、今まで一度も「利用したことがない」人は140人（65％）となっている。

α弼　　　　　20％　　　　叫％　　　　∞％　　　　抑％　　　　1∝％

利用している。
は利用していた力 は利用していない。

利用してい

で1に0 きします センターのどんな取り 加していま
いま現在利用している人がセンターのどんな事業に参加しているかでは、「カラオケなどの講座」
ともに21人（18％）で一番多く、次いで「お風呂」と「おしゃべり」もともに19人（16％）
ト」16人（14％）、「100円モーニング」11人（9％）と続いている。

イ �カラオケなどの講座 �21 

口 �誕生会などのイベント �16 

ノ＼ �三お風呂 �71鋸 

－ �囲碁・将棋 �5 

ホ �バンパー �4 

へ �給食サービス �21 

ト �100円モーニング �11 

；チ �おしゃべり �19 

リ �サークル活動で �2 

40％　　　　∝l％

と「給食サービス」が
「誕生会などのイベン

l
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れていないので
・過去に利用していたが今は行かなくなった人や一度も利用したことがない人の理由については、「親しい人がいない」と

答えた人が30人（19％）、「何をしているかわからない」が26人（16％）、「受けたい講座がないから」が22人
（14％）となっており、59人（37％）の人が「その他」の理由をあげている。なかでも「もともと行く気が起こらな
い。興味がない。」といった理由を記述している人が25人（，42％）と多く，次いで「体力が弱－つてきた。足が遠のいて
いった。」と答えた人が10人（17％）、「仕事があるから」とか「時間がないから」趣旨のことを記述している人が5
人（8％）ずつ、「悪い噂話・いじめの話などを聞いて」行きづらいと答えている人も4人（7％）いる。

0％　　　　　20％　　　　　40％　　　　　60％　　　　　80％

イ �受けたい講座がないから ��22 

口 �親しい人がいないから ��30 

／＼■ �■何暫しでいるかわからない ��’■　26・ 

利用するにはどうしたらよいかわからないから ��14 

ホ �あることすら知らないから ��8 

へ �その他の理由 ��59 

A �興味がない・行く気がしない �25 

B �悪い噂話・いじめの話を聞く �4 

⊥67．・ �長人・知人がいない′・ �2＝ 

D �仕事があるから �5 

E �体力が弱ってきた・足が遠のいていった �10 

F �人間関係を築くのが苦手 �3 

G �家族の介護のため �1 

H �職員が変わった �1 

11 �他施設を利用している �2， 

J �時間がない �5 

K �その他記入なし �1 

什ト、…‾‾…1‥‾‾■・ト‾‾‾｛■一一一‾1‾■▲I‥▲▲▲…l‾、‾‾‾‾‾‾‾‾一…l‾■▼‾‾‾‾‾‥】■‾r‾‾‖‾‾‾■‾‾‾■－丑山‾‾‾■‾‾‾‾一■、．‾－’‘‾▲‾「
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